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感染経路
体のどこから感染するのか

• 飛沫感染

• 空気感染
①経気道感染

• 食品媒介感染

• 糞口感染
②経口感染

• 接触感染

• 性行為感染など
③経皮感染





①経気道感染（空気感染・飛沫感染）

感染経路 特徴 病原体

空気感染 咳、くしゃみなどで飛沫核
（５μｍ以下）として伝播す

る。 空中に浮遊し、空気
の流れにより飛散する。

結核菌
麻疹ウイルス
水痘ウイルス等

飛沫感染 咳、くしゃみ、会話などで
感染する。飛沫粒子は１
ｍ以内に落下し、浮遊し
続けることはない。

インフルエンザウイルス
ムンプスウイルス等



対策（空気感染・飛沫感染）

•咳や痰がでている場合は、
マスク着用の徹底。
通常のマスクでよい。

•咳が2週間以上続く場合は、結核も疑う。
医療機関で検査を受けてもらいましょう。



②経口感染（食品媒介感染・糞口感染）

感染経路 特徴 病原体

食品媒介感染 いわゆる食中毒で、病原体
により引き起されるもの。

腸管出血性大腸菌、
サルモネラ菌、
腸炎ビブリオ菌等

糞口感染 便からの病原体について汚
染された手や口や食品から
経口的に感染。

Ａ型肝炎ウイルス、
ノロウイルス等



③経皮感染（接触感染・性行為感染）

感染経路 特徴 病原体

接触感染 手指などを介して感染 ＭＲＳＡ、緑膿菌等

性行為感染 性行為により感染 ＨＩＶ、梅毒、
Ｂ型肝炎ウイルス等



主な感染症の潜伏期間

•インフルエンザ １～5日 （平均３日）

•結核 2年以内特に6か月以内が多い

•ノロウイルス 1日～1日半



•手洗いの励行。

•排泄物を扱う場合は手袋や

ガウンの着用。

対策（経口感染・経皮感染）







感染対策の３つの柱

•１ 感染源の排除
•２ 感染経路の遮断
•３ 宿主（人間）の抵抗力
（健康状態・ 免疫状態）





標準予防策（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ・ﾌﾟﾘ（ﾚ）ｺｰｼｮﾝ）
具体的な対応例 項目

感染の可能性のあるものに触れた後
手袋を外した後
他の患者・利用者に接する前

手洗い

感染の可能性のあるものに触れる時
便・嘔吐物の処理後、ドアノブ・手すり等の環境面の触れる前
他の患者・利用者の所に行く時には手袋を外し、手洗いをする

使い捨て手袋

咳や痰の多い利用者の介護・処置を行う時
便や嘔吐物等が飛び散って、目・鼻・口を汚染しそうな時
職員・患者・利用者に、咳・くしゃみのある時

マスク

衣類が汚染しそうな時
（汚れたガウンはすぐに脱ぎ手洗いを行う）

ガウン

環境を汚染させる恐れのある利用者は個室対応とする 利用者の配置





•感染対策委員会の設置

•職員の健康管理

•職員研修の実施等



感染症が発生したら…

•1 感染の発生状況の把握
•2 感染拡大の防止
•3 医療処置
•4 行政への報告



楽いちデイサービスでの感染予防対策



リスクについての情報共有がなされていないこと

例：インフルエンザは人口の５～２０％が罹患する

リスクをゼロにすることはできない





ご清聴ありがとうございました


